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〈報告〉

山梨県西部・甘利山におけるレンゲツツジの

　　　　　　　　枯損について（予報）

島野光司

　Few flower condition of Rhododendron japonicum on Mt. Amari in western Yamanashi

Prefecture, central Japan. Koji SHIMANO（Faculty　of　Science，　Shi1玉shu　University．　MatsumQto　390－

8621，Japa簸E－mail：shin｝ai｝o＠shinshu電’ac’jP）O　Bπ♂Zα腕（ゾ翫θ臨s血痂ε〔ゾ翫蕗6γθE4πcα彦客。η珈S海浅9α

私2忽ん孟s，S宛ガηsぬz6　伽ガzノθ鴬ゴ砂42：17－21　（2005）．

　Few勲0404εη4ブリフ¢メζψoη加77頑owers　have　beelユobserved　oll　Mt．　Arnari，　in　westerll　Yamanashi

Prefecture，　cerしtral　Japan　in　2004．　Aa　empirical　study　was　conducted　and　reasons　for　the　lack　of

最Qwers　were　considered．　Many　shrub　trees，1～．加。癬襯and　5μ鷹のiψo癬α70ヨ00cm　iR　height，

had　no　flowers　and　leaves　because　their　shoots　did　not　have　winter　buds，　but　some　lower　part　shoots

in　the　same　individuals　bloomed　a漁d　foliated．　More　1～．加。耽％辮under　tree　crowns　and　standing

nearby　tree　stands　tended　to　have　many　Howers　and　Ieaves　with　opening　buds．　Upper　Iayer　shoots　of

Sαsακψヵ。卿伽irl　open　space　with　R．ノ¢ρo痂6謝z　were　also　dried　and　dead，　though　lower　part　shoots

and　leaves　u鷺der　tree　stands　were　norma1．「rhese　observations　could　be　caused　by　dry　winter　wiRd

and／or　moving　ice　crystals　affecti黛g　the　plai｝ts　because　of　less　s賢ow　accumulation　iR　the　wi捻ter　form

2003to　2004，　Winter　precipitation　was　assumed　to　be　half　that　of　the　past　several　years．　Furthermore，

10w　snow　accumulation　a1ユd　a　shorter　sllow　cover　periGd　may　cause　late　sprillg　frost　easily．　We　need

more　detailed　research　and　careful　conservation　practices　because　global　warming　may　Iead　to　Iess

snow　in　the　future．

はじめに

　レンゲツツジ（盈0404θ厩γ侃メ砂0競脇％）はツ

ツジ科ツツジ属の落葉低木で，山地帯の開けた立地

に分布したり，二次林の遷移初期種としてシラカバ

とともに群生したりすることが多い低木である。レ

ンゲツツジにはグラヤノトキシンなどの毒が含まれ

ており，家畜などの動物が摂食しないため，高原の

牧場などでは家畜に食べられないレンゲツツジが群

生している様子をしぼしぼ観察することができる。

このように群生するレンゲツツジは，5月から6月

にかけては朱色の花を密に付けることから，その地

域の観光資源としても重要で，群馬票嬬恋村などで

は天然記念物に指定されて保護されている（高橋・

井日ヨ　2003）o

　山梨県西部に位置する甘利山の山頂は，レンゲツ

ツジの群落があるこで知られ，重要な観光資源にも

なっている。しかしながら，近年，このレンゲツツ

ジの花が咲かない，あるいは葉が展葉しないという

現象が見られるようになった。

＊信州大学理学部（〒390－8621長野県松本市旭3－1－1

E－mail：shimano＠shlnshu－U，acjp）

　そこで本報では，こうした現象を大まかに把握し，

その原因となりうる要因を考察し，これをもって将

来の研究の礎にしょうとするものである。

調査地

　調査地は，山梨県西部，韮崎市に位置する，甘利

山（北緯35．40’52”，東経138．22’34”）の山頂付近で

ある。山頂の標高は1741mであり，標外的には，

山地帯と亜高山帯の移行域にあたる。近隣の韮崎

（標高360m）のアメダスデータを用い，標高100m

あたりの気温の逓減率を一〇．60Cとすると，甘利山

山頂の暖かさの指数（WI）は45、4℃・月，寒さの

指数（CI）は一41．0℃・月となる。こうしたことか

ら，甘利山の山頂付近は，標高的にも，温度的にも

山地帯落葉広葉樹林帯と亜高山性針葉樹林帯の移行

域に当たるといえる。

　山頂付近は，レンゲツツジの低木林とミヤコザサ

（S粥σ％勿ρo痂6のによって広く被われているが，

その周辺には，山地帯性の落葉広葉樹や亜高山性の

樹木が見られた。山地帯の樹木としてミズナラ

（Qz467〆α認　溺。％8：01ガ6α　ssp。　g70ssθ∫6プηz彪），ウラジ

ロノキ（So7伽s忽）o卿6α），リョウブ（α6漉耀

、



18 島　野　光　司

伽乃加θ7〃客S），シラカンバ（β6渉漁病毒勿磁）な

どが生育し，亜高山帯の樹木としては，主にシラビ

ソ（、4漉s画励のなどが分布する。

　甘利山山頂付近は，入会地として利用され，古く

から草地として維持されてきた。この結果，現在は

陽樹であるレンゲツツジが保全されることになって

おり，高さ数十センチメートルのミヤコザサと，70

cmからlm程度のレンゲツツジが一藤に分布する。

　レンゲツツジ群落が開放地であるため，その対照

として，林内における植物の枯損状況もあわせて概

観した。ここでは主に開放地と林内のササの状況を

比較した。ここは，10m以上のカラマツ（ゐ礎癖

忽醐ψ彦γの，シラビソG4加θsθ疏。配の，ウラジロ

モミG4伽s勿ηzo勿紛な：どの高木がまぼらに分

布し，その間を5～7m程の亜高木一低木層が密

に林冠を隣接していた。これら低木は，ズミ

（44α／πs’o加go），ノリウツギ（亙y47αη9θα

ρ娚∫α磁切，マユミ（Ezωπ甥zz狢s励。㈱αア燃），

ミヤマザクラ（Pη〃π‘s7照κ襯。ωゴ09の等であった。

その下層，草本層はササにおおわれており，ササの

種は，レンゲツツジ群落のある開放地と同様ミヤコ

ザサであった。

調査方法

　2004年5月29日，レンゲツツジの開花季節にあわ

せ現地を訪問し，花の状態，葉の状態，冬芽の状態

などを観察していった。この時，地形やレンゲツツ

ジ低木林の中心部や縁など，立地による枯損状態の

違いにも注為した。

　レンゲツツジと同時に，どの様な植物が分布して

いるのか，また，レンゲツツジと同様の枯損被害が

出ているのかといった点も観察した。ササの状況は，

開放地であるレンゲツツジ群落と，シラビソ，もし

くは他の落葉広葉樹からなる海内と比較を考慮して

観察を行った。

観察結果

　レンゲツツジの枯損状況

　山頂付近の地形は東方向に緩やかに傾斜しており，

山頂のレンゲツツジ低木林の東縁（下端）は，マユ

ミやズミ，ミヤマザクラなどからなる二次林をはさ

み，カラマツ植林に続いている。この付近は，レン

ゲツツジ以外に，トウゴクミツバツツジ等，他の低

木も分布している。そして，マユミ，ズミ，ミヤマ

ザクラ，トウゴクミツバツツジなどは順調に葉を展

葉しており，ズミ，トウゴクミツバツツジはそれぞ

れ花を咲かせており，一般の個体とかわらぬ，健全

な状態を示していた。この付近のレンゲツツジは，

少ないながらもつぼみや花を付け，葉も展葉しかか

っていた（写真1）。

　しかし，山頂付近の比較的平坦な開放地では様子

が異なっていた。レンゲツツジ自体は，密度にばら

つきがありながらも，lmから3m程度の懸隔を

空けて多くの個体が分布しており，萌芽をする株同

士が隣接するものも珍しくなかった。しかし，先に

述べた林縁の個体群と異なり，花はもちろん，葉も

つけてはいないものが多かった。。登山道脇の個体

を間近に観察すると，その春に展開すべき冬芽自体

がない個体が非常に多かった（写真2）。

　冬芽をもち，葉や花を展開しているレンゲツツジ

は非常に少なかったが，そのような個体を見ると，

樹冠の上部は冬芽が欠けていたり展開していなかっ
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写真1．レンゲツツジ群落の周辺部

　周りはズミなどの二次林をはさみカラマツ植林になっ

ている．モノクロ写真では晃づらいがレンゲツツジの葉

や花が開いている状況が確認でぎる．

写真2．開放地（レンゲツツジ群落中心部）で見られた

レンゲツツジのシュート先端部

　レンゲツツジの花が咲かない直接的原因は，冬芽その

ものがないためであった．
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写真3．開放地で見られたレンゲツツシの枯損状況

　開放地のレソゲツツシも，下層のシュートは冬芽をも

ち，既に葉が門葉しつつあったが，上巴では冬芽がほと

んど無いか，あってもわずかであった．

たりしたが，同一個体の樹冠の下部は多くの葉を展

開しつつあり，花のつぼみも見られた（写真3）。

　また，開放地の中にカラマツなどの高木が単木状

に生育しているが，こうした，高木の樹冠下に生育

しているレンゲッツシは，枯損が見あたらないか，

あってもわずかであった。

　レンゲツツジ以外の枯損状況

　レンゲツツジ以外の低木としては，ボケとシモッ

ケが分布していた。シモツケはレンゲツツシと同じ

ような状況が見られ，冬芽がついていないものが多

かったが，一部は葉が展開していた。シモツケにお

けるこうした状況は，レソゲッツシと同様で，個体

単位で枯損しているもの，健全なものが分かれてい

るわけではなく，1個体の中でのシュート単位で分

かれていた。ボケはレンゲツツジと比べても樹高が

低い個体が多く，葉も花も健全に展開していた。

　レンゲツツジのように上層と下層で状態が異なる

現象は，他の植物種でも同様に見られた。レンゲツ

ツジの問を密に埋めるミヤコザサは，下層の葉は昨

年以前に出た葉であるのにもかかわらず，健全な状

態で見られた（写真4）。通常，ミヤコザサの葉は

1～2年でシュートごと葉を入れ替えることが知ら

れているが，この時下層で見られた葉は冬季に葉の

縁が隈取られた，前年以前に展開した葉であった。

　こうした健全な下層の葉に対し，上層に展開して

いる葉は，いずれも茶色く枯れており，同時に繊維

に沿って切れ込むなどしていた（写真4，5）。こ

のため，ミヤコザサをともなうレンゲツツジ群落を

通常の目線（15m程度）から備焦すると，一薗を

枯れたササとレンゲッツシが一面をおおっている光

景が見られた。なお，ミヤコザサが開花した様子は

19

写真4．開放地で枯れていたササの葉

　上層に出たササの葉は枯れ，物理的にも損傷を受けて

いるように見えた．この春地上に出てきた草本煩は順調

に成長をしていることが伺えた．
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写真5．開放地におけるササの上層と下灘の枯損の違い

　上層の葉は枯れているが，下層にある短いシ謀一トの

葉には，通常の隈取りは見られたものの，枯れは観察さ

れなかった．

写真6．林内のササ，低木の状況

　林内のササには闘放地のような枯れは見られなかっ

た。スミ，ミヤマザクラなど他の低木は，順調に展葉，

開花していた．
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見られなかった。

　ササの状況を開けたレンゲツツジ群落と比較する

ために，林内のミヤコザサの状況を確認した。開

放地同様，シュートは昨年以前のもので，冬を越し

ているため葉の縁は茶色く枯れ，縁取られていた。

しかしながら，レンゲツツジが分布する開放地のサ

サのような，上層に届くシュートを中心に葉全体が

枯れ上がるという状況は見られなかった（写真6）。

また，ノリウツギ，マユミ，ズミ，ミヤマザクラな

ど他の低木性樹種を観察しても，レンゲツツジやシ

モツケで見られたような枯損状況は見られず，正常

に葉や花を展開していた（写真6）。

考察

　ある年の花つきが悪いといった場合，原因として，

（1）例年に比べ花が咲くのが遅れているだけではない

か，また，（2）多くの樹木で，花の開花には表年（お

もてどし，または生り年（なりどし））と裏年（う

らどし，または不生り年）があるので，裏年が来て

いるだけでは無いか，といったこと等が考えられる。

しかし，今回の概査で，このレンゲツツジ群落で開

花数が少ないのは，こうしたこととは別の原因であ

ることが分かった。

　甘利山山頂付近のレンゲツツジが，花を咲かせな

い直接の原因は，その年に展開すべき冬芽そのもの

が欠けていることだと言える（写真2）。そのため，

花はもちろん，葉を展開することもない。こうした，

冬芽を付けない状況は，個体レベルで発生している

のではなく，シュートレベルで発生していた。天端

の枯損は起きているものの，現在の段階で必ずしも

個体死が起きているわけではない。先に述べたよう

に樹冠上部では冬芽が欠けているものの，低い位置

にあるシュートでは，既に花のつぼみや葉が展開し

つつあった（写真3）。しかし，冬芽が主に樹冠上

部，もしくは樹冠の外縁部に分布しているため，結

果として個体全体が枯損しているようにみえるもの

が非常に多かった（写真2）。

　開花が遅れているだけ，もしくは花（果実）の裏

年であるだけであれぽ，シュートの先にその年に開

くべき冬芽がついているはずである。このため，今

回見られた現象は，直接的には冬芽の枯損が原函と

いえる。

　今回の冬芽の枯損は，レンゲツツジだけでなく，

シモッケにも見られた。また，ミヤコザサは，三内

では通常の状態であったが（写真6），レンゲツツ

ジ群落のある關旧地では，上層の葉が枯れていた

（写真4，5）。これらに共通するのは，開放地に

生育すること，そして，下層に比較して上層で枯損

が見られたことである。

　では，こうした樹冠上部の冬芽，ならびにササの

葉の枯損原因は何だろうか。様々な要因が考えられ

るが，ここではその一つとして，冬季積雪量の減少

する事によって引き起こされる，林床植物に対する

雪の保護作用の低下について考えてみたい。

　積雪の保護作用

　積雪は，雪圧で樹木に幹折れや根元曲がりなどの

傷害を与える一方，積雪下の植物を過度の低温から

保護する作用があることが知られている。原

（1996）は，積雪下で地表面の温度がほぼ00Cに保

たれ，氷点下にならないことを確かめている。一般

に常緑広葉樹が分布できないブナ林の林床で，ヒメ

アオキ，ヒメモチ，ツルシキミ等の常緑樹が生育可

能なのは，この雪の保護作用のためであるとされて

いる（島野1999）。

　この様に積雪に保護されている低木も，主題が浅

かったり，その期間が短ければ，充分な保護を受け

ることができない。積雷深が浅かった場合，積雪に

埋もれている部分は保護をうける。しかし，雪面か

らでたものについてはこうした保護作用を受けるこ

とができないばかりか，風などで雪面を移動する雪，

もしくは氷の結晶が，雪面上に出た枝，冬芽，ある

いはササの常緑の葉を傷つける可能性が考えられる。

　今回甘利山山頂のレンゲツツジでみられた，樹冠

上部のシュートは冬芽がなく枯損し，樹冠下部のも

のは花や葉が展開しつつあった状態，さらに，ミヤ

コザサの下部の葉は通常であったのに対し，上部の

シュートの葉が枯れていた状況は，これらを保護す

る積雪が浅く，下部のシュートは保護されたものの，

上部のシュートは雪面からでて凍結の被害を受けた

と考えると理解しやすい。開放地にあっても単木状

に生育するカラマツ高木の樹冠下のレンゲツツジは，

枯損の被害を受けていなかった。これは孤立してい

たカラマツが，地表近く，1～2m程度まで生枝

を持っており，これによって，カラマツについた雪

と一体になってレンゲツツジが埋まっていたのでは

ないだろうか。開放地の縁，高木林と接する地域で

レンゲツツジの被害が少なかったのも，同様に考え

られる。レンゲツツジよりも樹高が低く，幹に柔軟

性のあるボケが開放地にありながら被害を受けず，

葉も花も健全な状態であったのも，浅い雪に埋もれ

ることができたからではないだろうか。

　レンゲツツジ群落のある山頂付近の開放地も廓内
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も，ササは同じミヤコザサであったが，その状態は

異なっていた。二二では一冬を越えた葉の縁が枯れ

た，いわゆる「隈取りをされた状態」であったが，

上層に出たシュートの葉が枯れているということは

なかった（写真6）。一方，山頂付近のミヤコザサ

は，レンゲツツジの冬芽と同様，上層に伸びたシュ

ートでは葉が枯損していた（写真4，5）。ミヤコ

ザサは，葉の寿命が1～2年程度と短いことが知ら

れているため（薄井1961）葉が枯れること自体は特

異な現象ではないと思われる。しかし，林内と開放

地で状況がまったく異なること，開放地でも，上層

のシュートと下層のシュートで状況が異なることは，

ミヤコザサが通常のサイクルで葉を落とすことだけ

では説鯛できない要因があると考えられる。

　ミヤコザサは雪の少ない太平洋型ブナ林の林床に

分布することが知られている。薄井（1961）は，ミ

ヤコザサは冬芽を地下部に持つことによって，スズ

タケなどに比べ浅い積雪，積雪状の厳しい環境に強

いことを述べている。このことは，逆に占えば，冬

芽は地下で守られるものの，葉は浅い雪では障害を

受けやすいことを示唆する。同じササが林内では，

枯損していなかった状況は，多層に渡る植被がひと

たび積もった雪を補足し，移動しづらくしたり，解

けにくくしたり，あるいは層状の植被自体がササを

寒風害から守ったといった可能性が考えられる。

　2003年12月から2004年2月の3ヶ月にかけての冬

期の降水量は，韮崎市の値を用いると71．Ommであ

る。これは，1979年以降の平均値113．9±6L2mm

（±標準偏差）と比べると，少ない傾向といえる。

特に，2001，2002，2003年の冬期降水量は197．O

mm，142．Omm，！89．Ommであったので，過去3

年間と比べると半分以下である。甘利山は，標高は

360mの韮崎市と比べ，1400m程度高標高であるの

で，降雪自体はより多かったことが考えられる。し

かし，積雪量や，積雪深の年変化の傾向は市内の降

水量と同様ではなかったろうか。こうしたことから

直前の冬期は，少な：くとも過去3年と比べ積雪量が

少なかったのではないだろうか。

　比較的近隣の地域では，群馬県嬬恋村の湯ノ丸山

のレンゲツツジ群落が国指定天然記念物として知ら

れている。ここでは，例年健全な花，葉が開いてい

る。ここでは，レンゲツツジと光を競合しあう他の

樹木，ズミやカラマツなどを刈り取るなどすること

で，開花数が増加することが報告されている（高

橋・井田　2003）。ここは近くにスキー場があるこ

とで分かるように，2m前後の積雪があり，冬期

にはレンゲツツジ等の低木はこの下に埋まることで，

冬芽が寒風害などから保護されているのではないだ

ろうか。しかし，もともと雪が少なく，しかも山頂

部で風当たりが強い地形の甘利山では，山頂周辺部

の樹林がカバーになり，周辺のレンゲツツジを保護

している可能性がある。

おわりに

　今回，甘利山山頂のレンゲツツジの枯損を主に冬

期積雪の少なさの観点から考察した。樫村（1978）

は，平均最低気温が5℃以下であれば地表部では氷

点下以下になることが多く，積雪がない場含降霜の

危険が多いと述べている。2004年の甘利山山頂付近

の月最低気温を韮崎の値から類推すると4月で一1．10C，

5月で3．7℃となるため，冬期の積雪が少ないこと

で，冬芽が遅霜にあたり枯損を生じたという可能性

も考えられる。今後，調べていく必要があろう。

　レンゲツツジは陽樹であるため，一般には競合他

出の刈り取り管理などが施される。しかし，甘利山

のような地域では，成長期の日当たりだけでなく，

冬期の状況なども勘案し，総合的な保全をしていく

必要があるのではないだろうか。今回は温暖化で心

配される積雪の減少や遅霜の可能性を指摘したが，

それ以外の観点からも調査が必要だろう。山梨県森

林総合研究所も調査に乗り出しているので，今後を

見守りたい。

　信州大学教育学部付属志賀自然教育研究施設の井

田秀行助教授には今回の記事を報告する機会を与え

て頂いた。山梨県森林総合研究所の久保満佐子博士

には甘利山のレンゲツツジ群落を案内して頂いた。

これらの方々に感謝を申し上げる。
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